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索照合( 1 対 N 照合)に着目し、その実現に向けて、次の 3 つの課題を設定した。'第 1 の課題は応答速度を向上させ










































さらに、検索照合を用いたバイオメトリクス認証システムの照合精度を算出するモデルを構築し、 1 対 1 照合の誤
非合致率および誤合致率に加えて、検索回数分布を考慮することで、アルゴリズムの異なる検索照合のシステム全体
としての照合精度および応答速度を定量的に把握できるようになった。また、本モデルにより検索照合システムの照
合性能を定量的に把握できることから、照合性能に基づいた検索照合システムの設計が可能となった。そして、検索
回数分布の特性、検索打ち切り回数、登録データ数が応答速度や照合精度に与える影響の相違点を明らかにし、マト
リクス法は応答速度の面だけでなく照合精度の面でも優れていることを示した。
検索照合のさらなる応答性能向上のための照合度算出関数の特性を明らかにするため、他人照合度生成モデ、ルを用
いて、他人照合度の生成に影響を与えるパラメータと、応答性能との関係を求めた。その結果、応答性能を向上させ
るには、個人別には多様な値をとり、個人内でのバラツキが小さくなるような他人照合度を生成する照合度算出関数
を用いることが応答性能の向上に効果的であることを示した。
以上のように、本論文では、バイオメトリクスを用いた個人認証の実現手法のひとつとして、マトリクス検索法を
提案すると共に、検索照合システムの設計に有効な照合性能モデ、ルの構築、さらなる応答性能改善のための照合度算
出関数の設計指針の構築を行った。マトリクス検索法は、すでに実用化されるなど、極めて有用な手法であり、バイ
オメトリクス分野の基盤技術として、情報科学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は、博士(情報科
学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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